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皆さん、こんにちは！
千代田NEWS Vol.５９ は北海道営業部よりお届け致します。
暑いですね！そしてその暑さの到来が、例年より早くなっています。
ここ北海道でも、初真夏日を例年より約2週間はやく迎え、記録的な高温が続いてます。
今月号の千代田ニュースでは、「熱中症予防対策」と「千代田化成の液肥での使用事例」
をテーマにお送り致します。

農作業中の熱中症にご注意ください！
6月のニュースでも、農作業中の熱中症による死亡事故が報じられていました。
お亡くなりになられた方のお悔やみ申し上げますと共に、農業従事者の皆様が、
この夏の作業を無事に乗り越えられるよう、心よりお祈り申し上げます。

令和5年の農作業中の死亡事故状況では、236件のうち15.7％の37件が、
熱中症による要因となっております。ご注意下さい！

気象庁の発表では、7月、8月、9月ともほぼ全国的に平年より高い予想になっており、
より一層の熱中症への予防対策が重要となってまいります。

農林水産省の「熱中症対策パンフレット＆熱中症対策関連情報集」はこちら→
いくつかのサイトの情報を下記にまとめてみました。

＜予防＞
1. こまめな水分補給：水分だけでなく、塩分も含むスポーツドリンクなどを摂取。
※プレクーリングという考え方：作業を始める直前に身体を冷やすのが効果的！

2. 適切な服装：帽子をかぶり、通気性の良い服装を選びましょう。
3. 休憩：涼しい場所でこまめに休憩を取りましょう。
※農作業では、涼しい場所が近くに確保できない場合もあるかと思います、
涼しい場所まで行ける時間も事前に考慮しましょう。

4. 二人以上で作業：お互いに声を掛け合い、体調を確認し合いましょう。
どうしても二人以上での作業ができない場合もあるかと思います。
定期的にLINEなどで無事を確認するなどの工夫もあります。

5. 熱中症対策グッズの活用：冷却タオルや冷却スプレーなどを使用しましょう。

＜熱中症かな・・・と思ったら＞
・すぐに誰かに連絡しましょう。
・作業を中断し、水分・塩分を補給しましょう。
・応急処置をしても症状が改善しない場合は必ず病院で診療を。

先日北海道余市にて、ミニトマトの施設栽培で、千代田化成を液肥としてご使用頂いて
いる農業生産法人様を訪問し、使用状況をインタビューしてきましたので報告します！

＜農業生産法人株式会社余市和田農園の紹介＞
訪問しました和田農園様は、主にトマトの生産を中心に多品目の野菜を栽培していて、
現在220棟のビニールハウスで栽培を行い、販路路も首都圏・関西圏などに展開。
近年亀田郡七飯町にも圃場を拡大している法人様です。

経営はハウスでのミニトマトが主体で約２０ha、他に大玉トマトなどで約１haを、
複数の地区に数棟～十数棟づつ分散して栽培しています。

＜ファイン千代田の液肥＞
和田農園様では、ミニトマトの追肥にファイン千代田の液肥を主体に使用。
５00Lのタンクに１袋～2袋、反当であげたいチッソ量分のファイン千代田を溶かしておき、
潅水の水流に乗せて希釈、ろ過してハウス内へ送る方式で潅水追肥をしていました。
千代田化成の液肥は１週間に２回程度、生育に合わせて、最初は少ないチッソ量から始め、
トマトが大きくなるにつれてチッソ量を増やして調節していきます。

作物の状況を見ながら、こまめに栄養を追加できるのは、良い野菜を作るポイントですね。

（液肥投入の概要図）

＜どうして千代田化成の液肥を？＞
和田農園様は、最初から千代田化成をご使用頂いた訳ではなく、紆余曲折あったそうです。
・最初は、液体肥料を使用していましたが、肥料の価格高騰の折、
「肥料成分の割には高い」と気付いたそうです。
・その次は、高成分の養液土耕用肥料（粉肥）を使用しましたが、養液土耕用肥料も割と高く、
また溶け方にも問題があったようです。
・現在、千代田化成をお使い頂き、溶けの良さにもご満足頂いてました！

肥料成分と価格のバランス、溶けの良さでは千代田化成は割とお得にご使用頂けます！

また、どうしてもトマトの施設栽培ではカリが不足してしまう傾向にあるので、
カリ不足を補うために、スーパーカリを紹介させて頂きました。
重炭酸カリも使用しているので、ハウス内での炭酸ガスの補給にも期待できます！
千代田化成だけではカリが足りない、という場合には、
スーパーカリとの併用もおすすめします！

「日産複合 スーパーカリ」のチラシはこちらから！ →

千代田化成の液肥はお得に使えます
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